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Asistieron 168 personas, disfrutando de 102 platos  y postres de 17 países diferentes, preparados por los padres de

familia, siendo un gran éxito. La feria estuvo animada con la participación del Coro Gospel del PTA. Después, se realizó

�V�O���T�P�S�U�F�P���E�F���Q�S�F�N�J�P�T���R�V�F���G�V�F���C�J�F�O���B�D�P�H�J�E�P���Q�P�S���M�B���D�P�O�D�V�S�S�F�O�D�J�B�����%�F���B�D�V�F�S�E�P���D�P�O���M�B���F�O�D�V�F�T�U�B���S�F�B�M�J�[�B�E�B���B���M�P�T
participantes, recibimos muchas respuestas como：”!Nos sentimos muy contentos porque pudimos comer platos de

diferentes países!”, “!Esto sólo se puede ver en Kokusai!”, “!Quiero participar otra vez!”, “!Es una lástima que los

miembros del Comité Internacional no puedan saborear estos platos!”.! Este fue un comentario que apreciamos mucho!

¡Deseamos que la Feria de Comida Internacional siga siendo un lazo de unión entre todos para siempre!
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爽やかな秋空のもと、11月7日(土)にForeign Food Fair(F.F.F.)がスカイプラザイーストにて催されました。今回は初の
試みとして、マイ箸・お皿・コップ等を持参するエコに取り組みました。皆様のご協力により、ゴミの削減が出来ました。

F.F.F.は、国際高校の保護者と教職員が、国際色豊かな手料理を味わいながら親睦を深める我が校

ならではの催しです。参加者168名、17か国に及ぶ102皿もの手作りの料理やお菓子が並び、大盛況

でした。PTAゴスペルサ‐クルの方々の素敵な歌声で盛り上がり、最後にはくじ引きをして皆様に楽し

んでいただきました。参加者からのアンケートでは「各国の料理を食べられて楽しかった！」「国際高

校らしい催し！」「また参加したい！」などのご意見をいただきました。中には「国際交流委員の人が

食べられないのは気の毒！」という有難いお声も！！　PTA国際交流委員会はF.F.F.を、今後も皆様

の交流の場となる催しにしてまいります。
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¡El tema de este año es；”ECO”!     ¡Feria de Comida Internacional!

特集

ローラシアン協会からの

留学生を迎えて

・座談会

・インタビュー

Ｐ２～Ｐ３
よりどりみどりのお料理に、みんな大満足でした！



心残りもありました．．．
・昼休みに部活があったので、お

弁当を一緒に食べられなかったの

が残念。

・英語の勉強不足でコミュニケー

ションがうまくとれないことがあっ

た。

・最終日は授業中に出発をしてし

まったのでちゃんとお別れができな

かった。

・休日が雨の場合の予定を立てて

おけばよかった。

心温まるエピソード！
・来日前のメールのやりとりの中で”バスケット ボールが好き”

ということを伝えていたら、バスケットボール関係のお土産を

買ってきてくれた。

・お互いの学校について夜遅くまで話をして、楽しかった。

・彼が部屋に１枚の袋を忘れて行った。見ると私へのプレゼン

トと感謝のカード、「友」と書かれた、彼が一生懸命書道で書い

た字が入っていた。

Q:  How  do  you  like  Japan?  
A:  The  city  is  very  clean,  Japanese  landscapes  are  beautiful,  the  fashion  is  awesome  and  the  people  
extremely  nice  and  respectable. But...there  are  too  many  people  everywhere!  

Q. 日本に来てどのように感じましたか。
A. 街はとてもきれいで、日本の風景は美しく、ファッションは格好いいです。
とても優しくて、尊敬できる人たちです。でも、どこに行っても人が多いですね。

Q:  What  surprised  you  the  most?  
A:  The  number  of  people  everywhere,  especially  in  the  trains.  
Q. 一番驚いたことは何ですか。
A. どこに行ってもたくさんの人がいることです。特に電車の中。
Q:  What's  cool?  
A:  The  outfits  in  Harajuku!  The  fashion  is  awesome. It's  cute.  Eccentric  but  nice! I  want  to  try  it  
back  home.  (Can't  wait  to  see  people's  reactions)  

Q. 日本で気に入ったことはどんなことですか。
A. 原宿の人達の服装。とても格好よくて、キュートだった。風変わりだけどステキ。帰ったら試してみたいと思っています。友達がどんな顔をするか楽しみです。
Q:  What  do  you  think  of  Japanese  Schools?  
A:  We  have  heard  and  read  that  Japanese  schools  are  very  strict  and  the  students  have  to  study  
hard.  The  teachers  and  students  of  Kokusai  are  very  friendly.  It's  nice  to  be  here!  

Q. 日本の学校についてどう思いましたか。
A. 日本の学校はとても厳しくて、生徒達はたくさん勉強をしなくてはならないと聞いていました。でも国際の先生や生徒はとても親切で、来ることが出来て、
とてもうれしく思います。

Q:  What  about  the  students?  
A:  Friendly.  We  realize  that  they  are  teenagers  like  us  and  enjoy  many  activities  with  their  friends  but...  
why  are  they  in  groups  and  not  mixing? In  our  school,  every  student  knows  everyone  and  we  do  
things  together,  eat  together,  talk  together  and  move  around  together.  We  mingle.  They  should  mix.  

Q. 国際の生徒達についてどう思いましたか。
A. とても親切です。彼らも私達と同じティーンエイジャーで、色々な活動を楽しんでいるけど、でもどうしてみんなグループに分かれているの。お互いに交わる
ことがないみたい。私達の学校では、皆お互いを知っているし、一緒にいろんな事をしたり、食べたり、話したりしてすごしています。皆ももっと一緒に

なったほうがいいと思う。
Q:  How  do  you  feel  about  your  daily  activities?  
A:  Besides  the  daily  routine  of  riding  the  train,  we  are  learning  many  things  with  the  students,  at  home  and  
school.  We  are  very  happy  with  our  host  families,  because  they  take  good  care  of  us,  especially  when  
they  make  us  "obento".  It  is  so  delicious  and  pretty.  We  feel  very  special!  

Q. 日々の活動をどう感じていますか。
A.    毎日の電車での通学に加え、学校や家で国際の生徒からたくさんのことを学んでいます。私達はホストファミリーに大変満足しています。彼らはとても
よくしてくれるし、お弁当を作ってくれます。お弁当はとてもおいしくて、かわいいです。お弁当で特別な気分になります。

Q:  What  would  you  like  to  try  out  on  your  return  home?  
A:  Eat  healthy.Clean  my  room,  bathroom  daily.  Try  kendo.  
Q. 国に帰ってから試してみたいことはありますか。
A. 健康的な食生活をする。毎日自分の部屋とトイレを掃除する。剣道を始めてみたい。
Q:  Would  you  like  to  come  back  to  Japan?  
A:  Yes,  to  study.  Bring  my  parents  to  see  the  traditional  part  of  Japan.  
Q. また日本に来たいですか。
A. はい、勉強をしに来たいです。そして両親を連れてきて、日本の名所旧跡を案内したいと思います。

The  students  from Cass  Technical  High  were very  disciplined  and  showed  great  interest  in  what  they  were  doing  and  really  seem to  have  enjoyed  their  stay    
here.    
Thanks  to  the  school,  teachers,  students  and   host  families  for  all  the  support  and  warmth  extended  to  the  students  of  Laurasian.  
ＣＡＳＳ技術高等学校の生徒達は大変礼儀正しく、何事にも興味をもって楽しみながら取り組み、日本での滞在を大いに楽しんだようでした。

ローラシアンの生徒達をあたたかくサポートしてくれた、ホストファミリーの皆さん、国際高校の生徒、先生の皆さんに感謝申し上げます。

ちょっぴり困ったことも
・電車の中で、音を出しながらゲー

ムをしていたので注意をした。

・デトロイトには電車がないので、

朝のラッシュで疲れてしまい機嫌

が悪かった。

・電車の中で席が空くとすぐに座り

たがった。

・英語の発音が悪いと聞き取って

もらえなかった。

ローラシアン留学生との思い出話
Review  of  Homestay  of  Laurasian  students from  Home  
students
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Momentos  memorables  con  los  estudiantes  extranjeros
去る６月１５日から２３日まで国際高校を訪れたCass Technical High Schoolの留学

生と過ごした一週間を、ホストの国際生に集まっていただき思い思いに話してもらい

ました。

開催日：７月１１日（土） 小会議室にて

出席者：荒井美帆 イ・ドンヒョン 井口美音

梅本響 大和田沙弥香 小川亜弥乃

貴山陽子 篠田尊 高山凛乃 以上９名

家族が一人増えたような気持ちです。

一緒の生活の中で見えてきたこ
とは．．．
・個室を用意したが、ドアがいつも開

いていて、いつでも部屋に入ってよ

かった。

ドアが閉まっている時は、入ってほ

しくない時。

・毎日日記を書いていて、英語の文

を日本語で何というか聞かれた。

国際生が驚いたこと！
・お箸の練習をしてきてくれ

て、使いこなしていた。

・留学生のほとんどが免許

を持っていて、自分の車を

持っているか聞かれた。

今後ホストを引き受ける後輩へのメッセージ！
・英単語をもっと覚えて、英語力をつけて臨んでほし

い。

・絶対にホストを引き受けて後悔することはなく、楽

しいので挑戦してみて！！

・大変な事もあると思うけれど、それ以上に楽しさや

新しい体験の方がずっとずっと大きいので、ぜひ

やってみるべき！！

特集 ローラシアン協会からの留学生を迎えて

国は違っても

心ふれあうことができました。

STUDENTS
技術高等学校 の生徒インタビュー

The  students  and  Lead  teacher  of  Cass  Technical  High  School  participated  in  a  Japanese  style  Tea Ceremony  on  June  19th,  from  1:30p.m.  to  2:30p.m.  

They  were  helped  into  "yukatas"  by  the  members of  PTA(International  Friendship  Committee). Three  students  were  then  selected  to  be  interviewed  

about their  stay  in  Japan. Here  are  some  of  their  comments.......

６月１９日、CASS技術高校の生徒と引率の先生は、午後１時半から２時半までお茶会に参加しました。
彼らはPTA国際交流委員の手を借りて浴衣姿になり、その後、３人の生徒がインタビューに答えてくれました。彼らのコメントを紹介します。

土曜日というのに集まってくださった

ホストスチューデントの皆さんに感謝です！

おしゃべり広場／Talk  at  the  well  へのおさそい
Invitation  to  Talk  at  the  well
9Ê7Ò †,þ9ÚC†／Talk  at  the  well*²9® ?^%V
I

国際高校の卒業生がどのような場でどんな活躍をされてい

るのか、関心はありませんか？ "おしゃべり広場"  は卒業生
をゲストに迎え、生の声を聞くことのできる集まりです。

2010年2月6日（土）10:00~12:30  大会議室にて開催いたしま
す。皆様のご参加を心よりお待ちしています。

留学生が驚いていたこと！
・雨が降っているのに屋外のエレ

ベーターで感電しないことが不思

議だったようだ。

・皆が携帯電話を開いていること。

２週間後に期末試験という時の留学生滞在で、

勉強もままならず苦労があったようです。

特集 ローラシアン協会からの留学生を迎えて

短い間でしたが、お互いに文化の違いを学びました。

お茶会では伝統的な茶道の作法にのっとり、

お茶とお菓子を楽しみました。



Zmiany Edukacyjne w Polsce

Polski system oświaty uległ reformie w 1999 roku. Szkoły podstawowe zostały skrócone z 8 do 6 lat. Ponadto, nauka w gimnazjach

zmieniła się z 4 na 3 lata. Następnie, uczniowie muszą zaliczyć 3 lub 4 lata szkoły średniej w zależności od możliwości i stopni.

W całości, ilość lat przymusowej nauki w Polsce wynosi 12 lub 13. Po skończeniu szkoły średniej, uczniowie mogą zdawać egzaminy

dojrzałości, które są wymagane aby kontynuować wyższe szkolnictwo. W Polsce operują państwowe jak również duża ilość prywatnych

uniwersytetów.

Dzisiaj studenci w polskich szkołach typowo uczą się jeden albo dwa obce języki. Generalnie, najbardziej popularnymi obowiązkowymi

obcymi językami są angielski, niemiecki, francuzki, hiszpański, ruski, włoski i inne w zależności od lokalizacji.

Stopnie w polskich szkołach przyznawane są w skali cyfrowej od 1 (niedostateczny) do 6 (celujący). Rok szkolny rozpoczyna się we

wrześniu i kończy w ostatni piątek czerwca. Studenci mają ponad dwa miesiące wakacji, dwa tygodnie ferii w lutym oraz kilka dni

wolnego w okresie świąt Bożęgo Narodzenia i Wielkanocy.

Jestem zdania, że te zmiany są pozytywne i dostarczają młodym ludziom większe okazje edukacyjne w porównaniu do tego co ja

pamiętam z własnego dzieciństwa.
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The Polish education system was reformed in 1999. Elementary school was shortened from 8 to 6 years. Also, Junior High school was

changed from 4 to 3 years. After　which, students must attend 3 or 4 years of Senior-High school according to their potential and grades.

The total number of years of compulsory education in Poland is 12 or 13. Following the completion of Senior High, students can take the

maturity examination, which is required if the students are to move on to higher education. There are lots of private universities operating in

Poland as well as public universities. Today, students in Polish schools typically learn one or two foreign languages. Generally, the most

popular obligatory foreign languages are English, German, French, Spanish, Russian, Italian and others depending on the location. Polish

academic grades range from 1 (insufficient) to 6 (excellent). The school year starts in September and ends on the last Friday of June.

Students have at least two months of summer vacation, two weeks in February and some days off around Christmas and Easter. I think the

changes are positive and provide young people with greater educational opportunities than what I can remember from my childhood.

El sistema educativo de Polonia fue reformado en 1999.  La escuela primaria fue reducida de 8 a 6 años, también la escuela secundaria fue

cambiada de 4 a 3 años. Después de esto, los estudiantes deben recibir 3 ó 4 años de enseñanza secundaria superior de acuerdo a sus

habilidades y calificaciones. La educación obligatoria es de 12 ó 13 años. Al terminar la enseñanza secundaria superior, los estudiantes

pueden hacer un examen de madurez necesario para continuar la educación superior. Hay universidades públicas y muchas privadas.

Actualmente, los estudiantes aprenden uno o dos idiomas extranjeros. Generalmente los más populares y obligatorios son el Inglés, Alemán,

Francés, Español, Ruso, Italiano y otros dependiendo del lugar. En Polonia, las calificaciones fluctúan de 1(insuficiente) a 6(excelente). El año

escolar comienza en septiembre y termina el último viernes de junio. Los estudiantes tienen por lo menos dos meses de vacaciones en el

verano, dos semanas en febrero y algunos días libres alrededor de Navidad y Semana Santa.  Yo pienso que los cambios son positivos porque

da a los estudiantes grandes oportunidades de educación comparado con lo que yo recuerdo de mi niñez.

ポーランド教育制度の変化

1999年にポーランドの教育制度は変わりました。初等教育が８年から６年に、中等教育が４年から３年に短縮されました。中等教
育の後生徒たちは、各々の可能性と成績に見合った高等学校に３～４年通わなければなりません。義務教育の期間は12～13年間で
す。 高等学校修了後は大学進学のために必要な試験を受けます。 ポーランドには公立大学とたくさんの私立大学があります。 今
日ポーランドの生徒たちは初等教育から１~２か国語の外国語を学びます。一般的には英語ですが、地域によって、独、仏、西、
露、伊語などの場合もあります。 成績は、１（あまり良くない）から６（すばらしい）に評価されます。学校は９月から始まり、
翌年６月の最終金曜日までです。生徒たちは少なくとも２か月以上の夏休みと２月に２週間、またクリスマスや復活祭にもお休み
があります。 これらの変化は、私の幼少の頃よりも教育上の可能性を若者にもたらす良いことであると思うのです。

国際高校!"# 保護者の出身地の教育事情をシリーズでお伝えします。

第６回は、ポーランド ブロツワフご出身の グロンスキースラベック（Gronski  Slavek）さんのお話です。

世界の教育事情（ポーランド）

PTA国際交流委員会 活動報告／

2009年９~12月

9/    1 九月生保護者親睦会に協力

(入学式後)

11/    7 Foreign  Food  Fair  開催

12/18 ニューズレター第15号発行

2009年度今後の活動予定

1/16 国際交流デー(生徒の国際

交流委員会主催)に協力

2/    6 おしゃべり広場／

Talk  at   the  well  の開催

※定例委員会を毎月開催

PTA国際交流委員会について詳しくお知りになりたい方は、国際交

流委員にお聞きになるか、国際高校PTAホームページの［国際交流

委員会］をクリックしてください。ニューズレターのバックナンバーや

活動情報などが載せられています。

http://www.toritsu-­‐kokusai-­‐pta.com/iin/iin_koryu.html

＜お詫び＞第14号に掲載のホームページアドレスに誤りがありまし

た。今号に記しているのが正しいアドレスです。訂正し、お詫び申し

上げます。


